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(57)【要約】
【課題】複数の電源配線をもつ表示装置において、電源
の起動順序と電源ＯＦＦ時の立ち下がり順序による表示
装置の誤動作を防止する。
【解決手段】表示装置は、複数の電気光学素子（ＥＬ素
子）と、電気光学素子を駆動する画素回路とが行方向お
よび列方向にマトリクス状に配置された画像表示部と、
画像表示部に第１の電位を供給する第１の電源供給線と
、画像表示部に列毎に接続され、画素回路にデータ信号
を供給する複数のデータ線と、データ線と交差する複数
の走査線と、複数のデータ線を駆動するデータ線駆動回
路と、複数の走査線を駆動する走査線駆動回路とを有す
る。走査線駆動回路は、第２の電源供給線により第２の
電位が供給される。第１の電位と第２の電位の電位差に
応じて、複数の走査線の電位を第１の電位にする素子（
スイッチング素子）を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電気光学素子と、
　前記電気光学素子を駆動する画素回路とが行方向および列方向にマトリクス状に配置さ
れた画像表示部と、
　前記画像表示部に第１の電力を供給する第１の電源供給線と、
　前記画像表示部に列毎に接続され、前記画素回路にデータ信号を供給する複数のデータ
線と、
　前記データ線と交差する複数の走査線と、
　前記複数のデータ線を駆動するデータ線駆動回路と、
　前記複数の走査線を駆動する走査線駆動回路と、
を有する表示装置において、
　前記走査線駆動回路は、第２の電源供給線により第２の電力が供給され、
　前記第１の電位と前記第２の電位の電位差に応じて、前記複数の走査線の電位を前記第
１の電位にする素子を備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記素子は、前記第２の電位が前記第１の電位より低電位であるときに前記複数の走査
線の電位を前記第１の電位にすることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記素子は、前記第１の電源供給線と前記複数の走査線との間に設けられるスイッチン
グ素子で構成され、
　前記スイッチング素子は、その制御端子が前記第２の電源供給線に接続されていること
を特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記電気光学素子は、エレクトロルミネセンス素子であることを特徴とする請求項１か
ら請求項３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　第１の電源供給線と、
　第２の電源供給線と、
　前記第１の電源供給線に接続される第１の回路部と、
　前記第２の電源供給線に接続される第２の回路部と、
を有する集積回路において、
　前記第１の回路部の入力は、前記第２の回路部の出力に接続され、
　前記第１の電源供給線と前記第２の電源供給線の電位差に応じて、前記第２の回路部の
出力を前記第１の電源供給線の電位にする素子を備えたことを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置および集積回路に係り、特に電気光学素子をマトリクス状に配置し
た表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、エレクトロルミネセンス素子（以下、ＥＬ素子）を用いた表示装置がＣＲＴ（Ca
thode Ray Tube）やＬＣＤ（liquid crystal Display）に替わる表示装置として注目され
ている。その中でも、素子に流れる電流によって発光輝度が制御される電流制御型の発光
素子である有機ＥＬ素子の応用開発が活発に行われている。とくに、周辺回路を含んだ有
機ＥＬディスプレイでは、表示領域に限らず、周辺回路においても薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ：Thin Film Transistor）が用いられている。
【０００３】
　図５は、従来例の表示装置（有機ＥＬディスプレイ）の全体構成例を示す。同図におい
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て、２０は、複数のＥＬ素子７と、そのＥＬ素子７を駆動する画素回路６とが行方向およ
び列方向にマトリクス状に配置された画像表示部（表示領域）である。また、２１は、画
像表示部２０に列毎に接続され、画素回路６にデータ信号を供給する複数のデータ線５を
駆動するデータ線駆動回路である。さらに、３は、データ線５と交差する複数の走査線２
を駆動する走査線駆動回路である。この構成では、画素回路６毎に、各列の走査線２の信
号により、各行のデータ線５を介してＥＬ素子７へ供給する電圧、電流、時間等を制御す
る。こうすることで、ＥＬ素子７の輝度を調節し、階調表示を行う。
【０００４】
　図４に従来例の表示装置の回路構成図を示す。図４で示した回路構成は、電流設定方式
の画素回路を持つ構成であり、これを用いて回路動作を説明する。
【０００５】
　図４において、３は走査線駆動回路、４は走査線駆動回路３により駆動される走査線、
５はデータ線駆動回路（非図示）により駆動されるデータ線である。また、６は画像表示
部を構成する画素回路、７は画素回路６により駆動されるＥＬ素子、９は画素回路６内の
保持容量である。さらに、１は画像表示部に第１の電力（電位）Ｖ１を供給する第１の電
源供給線、２は走査線駆動回路３に第２の電力（電位）Ｖ２を供給する第２の電源供給線
である。
【０００６】
　走査線駆動回路３は、第２の電源供給線２と接地線ＧＮＤとの間に直列に接続された１
段目のｐ型及びｎ型トランジスタＴｒ１、Ｔｒ２と、２段目のｐ型及びｎ型トランジスタ
Ｔｒ３、Ｔｒ４とを有する２段のインバータ回路を備える。これにより、走査線駆動回路
３は、入力された信号Ｓ１に応じて、Ｌｏｗ／Ｈｉｇｈレベルの信号Ｓ２を走査線４に出
力する。
【０００７】
　画素回路６は、駆動トランジスタ（ｐ型ＴＦＴ）Ｍ１と、走査線４の信号に応じてＯＮ
／ＯＦＦ動作が制御されるスイッチング素子としてのｎ型トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）Ｍ
２、Ｍ３、及びｐ型トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）Ｍ４とを有する。駆動トランジスタＭ１
は、ソース端子が第１の電源供給線１、ドレイン端子がトランジスタＭ４のソース－ドレ
イン端子間を介してＥＬ素子７にそれぞれ接続されている。駆動トランジスタＭ１のゲー
ト端子と第１の電源供給線１との間には、保持容量９が接続されている。駆動トランジス
タＭ１のゲート端子とドレイン端子との間には、トランジスタＭ２が配置されている。駆
動トランジスタＭ１のドレイン端子とトランジスタＭ４との接続点は、トランジスタＭ３
を介してデータ線５に接続されている。
【０００８】
　この構成において、画素回路６に電流信号を設定する時、データ線５からＥＬ素子７に
入力される電流信号Ｉｄａｔａを伝送する。このとき、走査線４の信号Ｓ２はＨｉｇｈレ
ベルである。よって、トランジスタＭ２、Ｍ３はＯＮ、トランジスタＭ４はＯＦＦであり
、駆動トランジスタＭ１とＥＬ素子７は非接続の状態であるため、ＥＬ素子７には電流は
流れない。これにより、入力された電流信号Ｉｄａｔａによって、駆動トランジスタＭ１
の電流駆動能力に応じた電圧が、駆動トランジスタＭ１のゲート端子と第１の電源供給線
１に配置された保持容量９に生じる。
【０００９】
　次に、走査線４の信号Ｓ２がＬｏｗレベルになり、トランジスタＭ２、Ｍ３がＯＦＦ、
トランジスタＭ４がＯＮになる。保持容量９に保持された電圧に応じた電流が駆動トラン
ジスタＭ１により生成され、その電流がＥＬ素子７に供給される。これにより、供給され
た電流Ｉｄａｔａに応じた輝度でＥＬ素子７が発光する。
【００１０】
　ここで、図４に示した回路構成をもつ表示装置において、電源投入時に画素回路６の第
１の電源供給線１、走査線駆動回路３の第２の電源供給線２の順序で電源投入してしまう
場合を考える。この場合、第１の電源供給線１が立ち上がっていて、第２の電源供給線２
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が立ち上がっていない期間、走査線４の信号Ｓ２の電位レベルはＬｏｗである。よって、
トランジスタＭ２、Ｍ３はＯＦＦ、トランジスタＭ４はＯＮである。このとき、保持容量
９の両端に不定の電位差があると、その電位差に応じた電流が駆動トランジスタＭ１によ
り生成される。さらにトランジスタＭ４はＯＮであるため、駆動トランジスタＭ１とＥＬ
素子７は接続されており、駆動トランジスタＭ１によって生成された電流がＥＬ素子７に
供給されてしまい発光してしまう。
【００１１】
　また、電源ＯＦＦ時に、第２の電源供給線２、第１の電源供給線１の順序でＯＦＦして
しまう場合を考える。この場合、第２の電源供給線２が立ち下がっていて、第１の電源供
給線２が立ち下がっていない期間、走査線４の信号Ｓ２の電位レベルはＬｏｗであり、ト
ランジスタＭ２、Ｍ３がＯＦＦ、トランジスタＭ４はＯＮとなる。このとき、駆動トラン
ジスタＭ１とＥＬ素子７は接続されているため、保持容量９の両端の電位差に応じた電流
が駆動トランジスタＭ１により生成され、ＥＬ素子７に流れてしまう。結果として、ＥＬ
素子７は、第１の電源供給線１が立ち下がるまでの期間、駆動トランジスタＭ１で生成さ
れた電流に応じた輝度で発光してしまう。
【００１２】
　電源起動時の誤動作を防ぐ手段として、特許文献１がある。特許文献１には、電源投入
順序をコントロールする電源シーケンス制御手段を備えた表示駆動集積回路が記載されて
いる。
【特許文献１】特許第３８００８２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　特許文献１の発明では、電源供給線に電源接続スイッチを設けることで電源シーケンス
制御を行う構成である。しかしながら、電流を多く流す電源供給線であると、電源接続ス
イッチを大きくしてスイッチ自体を低抵抗化する必要があり、回路面積の増大という問題
を引き起こす。
【００１４】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたもので、複数の電源供給線を備える表示装置にお
いて、簡易な回路構成で、かつ回路面積を増大させることなく、上述のような電源起動時
及び電源ＯＦＦ時の誤動作を防止する表示装置を提供することを目的とする。すなわち、
本発明は、電源起動時の電源投入順序によるＥＬ素子の無制御発光等の誤動作と、電源Ｏ
ＦＦ時の立ち下がりの順序によるＥＬ素子の無制御発光等の誤動作を防止することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するため、本発明に係る表示装置は、複数の電気光学素子と、前記電気
光学素子を駆動する画素回路とが行方向および列方向にマトリクス状に配置された画像表
示部と、前記画像表示部に第１の電位を供給する第１の電源供給線と、前記画像表示部に
列毎に接続され、前記画素回路にデータ信号を供給する複数のデータ線と、前記データ線
と交差する複数の走査線と、前記複数のデータ線を駆動するデータ線駆動回路と、前記複
数の走査線を駆動する走査線駆動回路と、を有する表示装置において、前記走査線駆動回
路は第２の電源供給線により第２の電位が供給され、前記第１の電位と前記第２の電位の
電位差に応じて、前記複数の走査線の電位を前記第１の電位にする素子を備えたことを特
徴とする。
【００１６】
　本発明において、前記素子は、前記第２の電位が前記第１の電位より低電位であるとき
に前記複数の走査線の電位を前記第１の電位にする構成でもよい。
【００１７】
　本発明において、前記素子は、前記第１の電源供給線と前記複数の走査線との間に設け
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られるスイッチング素子で構成され、前記スイッチング素子は、その制御端子が前記第２
の電源供給線に接続する構成でもよい。
【００１８】
　また、前記電気光学素子は、エレクトロルミネセンス素子であってもよい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、複数の電源供給線を備える表示装置において、電源起動時の電源投入
順序、および電源ＯＦＦ時の電源立ち下がり順序によらず、ＥＬ素子の無制御発光等の誤
動作を防止することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明に係る表示装置を実施するための最良の形態について、図面を参照して具
体的に説明する。
【００２１】
　本実施の形態は、電気光学素子として、入力された電流により発光輝度が制御されるＥ
Ｌ素子を用いたアクティブマトリクス型表示装置に適用される。すなわち、この表示装置
は、ＥＬ素子と、ＥＬ素子に入力される電流を制御するためのＴＦＴ素子から構成された
画素回路とを含む画素がマトリクス状に配置された表示領域を有する。また、表示領域の
外側に配置される周辺回路として、各列の画素毎に配置され、画素回路に入力される電流
を制御するデータ信号をデータ線に出力するデータ線駆動回路と、画素回路に入力される
走査信号を走査線に出力する走査線駆動回路と、を有する。
【００２２】
　また、画素回路は第１の電源供給線により電力を供給され、走査線駆動回路は第２の電
源供給線により電力を供給される。第１の電源供給線と走査線の間にスイッチング素子を
設け、スイッチング素子の制御端子は第２の電源供給線に接続される。
【００２３】
　本実施の形態によれば、複数の電源供給線を備える表示装置において電源投入の順序お
よび電源立ち下がりの順序によって起きうるＥＬ素子の無制御発光等の誤動作を防止する
ことができる。
【実施例１】
【００２４】
　まず、図１を参照して、本発明の第１の実施例について説明する。
【００２５】
　図１は、本実施例の電流設定方式の画素回路をもつ表示装置の回路構成の一例である。
なお、表示装置の全体構成、すなわちＥＬ素子と画素回路とを行方向および列方向にマト
リクス状に配置してなる画像表示部と、その周辺回路を構成する走査線駆動回路及びデー
タ線駆動回路とについては、図５に示すものと同様であるため、その詳細は省略する。
【００２６】
　図１に示す本実施例の表示装置は、図４に示す従来例の表示装置と比べると、第１の電
源供給線１と走査線２の間にｐ型トランジスタ（ｐ型ＴＦＴ）から成るスイッチング素子
８が設けられている点が相違している。スイッチング素子８は、ゲート端子（制御端子）
が第２の電源供給線２、ソース端子が第１の電源供給線１、ドレイン端子が走査線２にそ
れぞれ接続されている。その他の構成は従来例のものと同様であるため、その説明は省略
する。
【００２７】
　次に、本実施例の動作について説明する。なお、通常時の回路動作については、従来例
のものと同じであるため、その説明を省略する。
【００２８】
　まず、電源起動時について説明する。
【００２９】
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　電源起動時には、第１の電源供給線１が起動し、第２の電源供給線２が起動されていな
い場合、スイッチング素子８がＯＮになり、走査線４の電位レベルが第１の電源供給線１
の電位Ｖ１になる。このとき、トランジスタＭ２、Ｍ３はＯＮ、トランジスタＭ４はＯＦ
Ｆとなる。よって、ＥＬ素子７には電流が流れないので、ＥＬ素子７の発光は起きない。
【００３０】
　また、駆動トランジスタＭ１は、トランジスタＭ２がＯＮであるため、ゲート端子とド
レイン端子とが接続されたダイオード接続となる。データ線５は電源起動直後であるため
、データ線駆動回路（非図示）は動作しておらず、フローティング状態である。よって、
駆動トランジスタＭ１のゲートソース間の電位差ＶＧＳは、駆動トランジスタＭ１のしき
い値電圧Ｖｔｈとなる。これにより、駆動トランジスタＭ１のドレイン電流は０となり、
ＥＬ素子７の黒色表示時のＶＧＳに設定できる。
【００３１】
　次に、第２の電源供給線２の電位Ｖ２が立ち上がりはじめると、第１の電源供給線１と
第２の電源供給線２の電位差（Ｖ１－Ｖ２）が小さくなる。そして、第１の電源供給線１
と第２の電源供給線２との電位差がスイッチング素子８のしきい値より小さくなると、ス
イッチング素子８はオフになる。これにより、走査線４は、第１の電源供給線１と非接続
となり、通常の動作が可能となる。
【００３２】
　次に、電源ＯＦＦ時について説明する。
【００３３】
　電源ＯＦＦ時には、第２の電源供給線２、第１の電源供給線１の順序でＯＦＦした時、
スイッチング素子８がＯＮとなり、走査線４は第１の電源供給線１に接続される。よって
、走査線４の電位はＨｉｇｈレベルとなる。このとき、トランジスタＭ２、Ｍ３がＯＮ、
トランジスタＭ４がＯＦＦである。これにより、画素回路６とＥＬ素子７は非接続となり
、ＥＬ素子７は発光せず、電源ＯＦＦ時の誤動作が防止できる。
【００３４】
　以上説明したように、本実施例では、スイッチング素子８により、第１の電源供給線１
側の第１の電位Ｖ１と第１の電源供給線２側の第２の電位Ｖ２の電位差に応じて、走査線
４の信号Ｓ２の電位を第１の電位Ｖ１にするように構成している。より具体的には、スイ
ッチング素子８により、第２の電位Ｖ２が第１の電位Ｖ１より低電位であるときに走査線
４の電位を第１の電位Ｖ１にするように構成している。このため、簡易な回路構成で、か
つ回路面積を増大させることなく、電源起動時の電源投入順序、および電源ＯＦＦ時の電
源立ち下がり順序によらず、ＥＬ素子の無制御発光等の誤動作を防止することが可能であ
る。
【実施例２】
【００３５】
　次に、図２を参照して、本発明の第２の実施例について説明する。
【００３６】
　図２は、本実施例の走査線が複数ある場合の回路構成の一例である。本実施例の表示装
置では、行走査を行う走査線は２本、すなわち第１の走査線４と第２の走査線１０とを用
いている。
【００３７】
　第１の走査線４は、入力された信号Ｓ１ａに応じて、データ線５より伝送された電流信
号ｄａｔａを画素回路６に設定するための信号Ｓ２ａをｎ型トランジスタＭ２、Ｍ３のゲ
ート端子に印加する信号線である。また、第２の走査線１０は、入力された信号Ｓ１ｂに
応じて、ＥＬ素子７の発光を制御するための信号Ｓ２ｂをｐ型トランジスタＭ４のゲート
端子に印加する信号線である。本実施例では、第１の走査線４と第１の電源供給線１の間
と、第２の走査線１０と第１の電源供給線１の間とにそれぞれ図１と同様のスイッチング
素子８を配置する。２つのスイッチング素子８のゲート端子（制御端子）はともに第２の
電源供給線２に接続される。
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【００３８】
　次に、本実施例の動作について説明する。
【００３９】
　まず、電源起動時には、第１の電源供給線１が起動し、第２の電源供給線２が起動され
ていない場合、スイッチング素子８がＯＮになり、第１の走査線４及び第２の走査線１０
の電位レベルが第１の電源供給線１の電位Ｖ１になる。このとき、トランジスタＭ２、Ｍ
３はＯＮ、トランジスタＭ４はＯＦＦとなる。よって、ＥＬ素子７には電流が流れないの
で、ＥＬ素子７の発光は起きない。
【００４０】
　また、駆動トランジスタＭ１は、トランジスタＭ２がＯＮであるため、ゲート端子とド
レイン端子とが接続されたダイオード接続となる。データ線５は電源起動直後であるため
、データ線駆動回路（非図示）は動作しておらず、フローティング状態である。よって、
駆動トランジスタＭ１のゲートソース間の電位差ＶＧＳは、駆動トランジスタＭ１のしき
い値電圧Ｖｔｈとなる。これにより、駆動トランジスタＭ１のドレイン電流は０となり、
ＥＬ素子７の黒色表示時のＶＧＳに設定できる。
【００４１】
　次に、データ線５より伝送された電流信号Ｉｄａｔａを画素回路６に設定する時、第１
の走査線４の信号Ｓ２ａと第２の走査線１０の信号Ｓ２ｂの電位レベルはともにＨｉｇｈ
であり、トランジスタＭ２、Ｍ３はＯＮ、トランジスタＭ４はＯＦＦである。発光時は、
第１の走査線４と第２の走査線１０の電位レベルはＬｏｗであり、トランジスタＭ２、Ｍ
３はＯＦＦ、トランジスタＭ４はＯＮである。よって、駆動トランジスタＭ１により生成
された電流に応じた輝度でＥＬ素子７は発光する。
【００４２】
　次に、電源ＯＦＦ時には、第２の電源供給線２、第１の電源供給線１の順序でＯＦＦし
た時、スイッチング素子８がＯＮとなり、第１の走査線４及び第２の走査線１０は第１の
電源供給線１に接続される。よって、第１の走査線４及び第２の走査線１０の電位はＨｉ
ｇｈレベルとなる。このとき、トランジスタＭ２、Ｍ３がＯＮ、トランジスタＭ４がＯＦ
Ｆである。これにより、画素回路６とＥＬ素子７は非接続となり、ＥＬ素子７は発光せず
、電源ＯＦＦ時の誤動作が防止できる。
【００４３】
　従って、本実施例でも、スイッチング素子８を設けることにより、図１のときと同様に
簡易な回路構成で、かつ回路面積を増大させることなく、電源投入時と電源ＯＦＦ時にお
けるＥＬ素子７の無制御発光等の誤動作を防止することが可能である。また、第１の電源
供給線１が起動され、第２の電源供給線２が起動されていない時、駆動トランジスタＭ１
は、ゲート端子とドレイン端子とがトランジスタＭ２を介して互いに接続したダイオード
接続となる。このため、駆動トランジスタＭ１のソース－ゲート間の電位差はしきい値電
圧に設定できる。
【００４４】
　なお、本実施例では、図２において、走査線を２本としたがそれに限定されない。例え
ば、３本でもよく、図２中のトランジスタＭ２、Ｍ３、Ｍ４の制御端子それぞれに走査線
を設ける構成でもよい。
【実施例３】
【００４５】
　次に、図３を参照して、本発明の第３の実施例について説明する。
【００４６】
　図３は、本実施例の電圧設定方式の画素回路をもつ表示装置の回路構成の一例である。
【００４７】
　図３に示す本実施例の表示装置は、図１に示すスイッチング素子としてのｎ型トランジ
スタＭ２、Ｍ３の代わりに、データ線５と駆動トランジスタのゲート端子との間に、スイ
ッチング素子としてのｎ型トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）Ｍ５が設けられている。その他の
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構成は図１に示すものと同様である。
【００４８】
　次に、本実施例の動作について説明する。
【００４９】
　まず、電源起動時には、第１の電源供給線１が立ち上がっていて、第２の電源供給線２
が立ち上がっていない時、スイッチング素子８はＯＮとなる。よって、走査線４は、第１
の電源供給線１に接続され、その信号Ｓ２の電位レベルはＨｉｇｈであり、トランジスタ
Ｍ４がＯＦＦ、トランジスタＭ５がＯＮである。これにより、トランジスタＭ４がＯＦＦ
であるため、駆動トランジスタＭ１とＥＬ素子７は非接続であり、ＥＬ素子７は発光しな
い。
【００５０】
　次に、通常動作の際は、第１の電源供給線１と第２の電源供給線２がともに起ち上がっ
ており、その電位差がスイッチング素子８のしきい値を下回るため、スイッチング素子８
はＯＦＦである。よって、走査線４は第１の電源供給線１と非接続となり、通常動作が可
能となる。
【００５１】
　次に、電源ＯＦＦ時には、第１の電源供給線１が立ち上がっており、第２の電源供給線
２が立ち下がっている場合、スイッチング素子８がＯＮとなる。よって、走査線４の信号
Ｓ２の電位レベルがＨｉｇｈとなり、トランジスタＭ５がＯＮ、トランジスタＭ４がＯＦ
Ｆとなる。これにより、駆動トランジスタＭ１とＥＬ素子７は非接続であるため、ＥＬ素
子７の無制御発光は起こらない。
【００５２】
　従って、本実施例でも、第１の実施例と同様に、簡易な回路構成で、かつ回路面積を増
大させることなく、電源投入時と電源ＯＦＦ時におけるＥＬ素子７の無制御発光等の誤動
作を防止することが可能である。
【００５３】
　以上、説明したように複数の電源系（第１の電源供給線、第２の電源供給線）を備える
表示装置において、電源投入順序、電源ＯＦＦの順序によらずＥＬ素子の無制御発光等の
誤動作を防止することが可能である。
【００５４】
　なお、本発明の電源供給線について、第１の電源供給線１の電位に対して、第２の電源
供給線２の電位の方が大きいことが望ましいが、それに限定されない。例えば、第１の電
源供給線１の電位の方が第２の電源供給線２の電位よりも大きい場合、その電位差がスイ
ッチング素子８のしきい値よりも小さければ、本発明は適用できる。
【００５５】
　また、上記実施例では、画素回路の構成として電流設定方式、電圧設定方式の２種類に
ついて図１～図３の回路構成で説明したが、本発明はこの回路構成に限定されない。
【００５６】
　また、上記実施例の表示装置では、電気光学素子にＥＬ素子を用いた例を挙げたが、こ
れに限るものではなく、本発明が適用できるならば、他の表示装置であってもよい。
【００５７】
　本発明は、集積回路から成る論理回路の電源供給線が給電されていてよい状態で、論理
回路の出力がＨｉｇｈレベルを出力する必要がある場合に有効である。
【００５８】
　例えば、本発明は、第１の電源供給線と、第２の電源供給線と、第１の電源供給線に接
続される第１の回路部と、第２の電源供給線に接続される第２の回路部と、を有する集積
回路（論理回路）に適用できる。この集積回路では、第１の回路部の入力は第２の回路部
の出力に接続され、第１の電源供給線と第２の電源供給線の電位差に応じて、第２の回路
部の出力を第１の電源供給線の電位にする。
【産業上の利用可能性】
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　上記の表示装置を用いて情報表示装置を構成できる。この情報表示装置は、例えば携帯
電話、携帯コンピュータ、スチルカメラもしくはビデオカメラのいずれかの形態をとる。
もしくは、それらの各機能の複数を実現する装置である。情報表示装置は、情報入力部を
備えている。例えば、情報表示装置が携帯電話の場合には、情報入力部はアンテナを含ん
で構成される。情報表示装置がＰＤＡ（Personal Digital Assistant）や携帯パソコンの
場合には、情報入力部はネットワークに対するインターフェース部を含んで構成される。
情報表示装置がスチルカメラやムービーカメラの場合には、情報入力部はＣＣＤ（Charge
 Coupled Device）などによるセンサ部を含んで構成される。この場合、センサ部はＣＭ
ＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）を用いたものでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の第１の実施例に係る表示装置の回路構成の一例を示す図である。
【図２】本発明の第２の実施例に係る表示装置の回路構成の一例を示す図である。
【図３】本発明の第３の実施例に係る表示装置の回路構成の一例を示す図である。
【図４】従来例に係る表示装置の回路構成の一例を示す図である。
【図５】従来例に係る表示装置の全体構成の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００６１】
１　第１の電源配線
２　第２の電源配線
３　走査線駆動回路
４　走査線（第１の走査線）
５　データ線
６　画素回路
７　電気光学素子
８　スイッチング素子
９　保持容量
１０　走査線（第２の走査線）
Ｍ１　駆動トランジスタ
Ｍ２、Ｍ３、Ｍ４、Ｍ５　トランジスタ
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